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第２章では、1897 年、1901 年、1977 年の写真資料の分析をおこない、現代の女性たちの服装との
共通点と差異を明らかにした。 
第３章・４章では、国内外の博物館が所蔵する計 52 点のウイピルの遺品調査を行い、それを、①
デザイン構成、②紋様、③寸法、④素材（糸の種類と色）の四点から検証している。 
その結果、ナワラのウイピルは、紋様の違いによって四種類に分類されること、それらに基本的な
型があること、紋様が社会的地位の指標であり、複数のバリエーションがあること、色づかいにはル
ールがあり、そのルールに基づいて紋様織りの色糸が選ばれていること、を明らかにした。 
このように、詳細な考古学的な遺品と写真資料の調査によって、女性に固有の衣服であるウイピル
に村の営みとしての織りの技術の伝承と民族の文化の継承という役割があったことを解明している。 
第５章から第７章は、民族学的な視点から、20 年間にわたってナワラ村で行ってきたフィールドワ
ークにより得られた結果を女性の衣文化の動態的分析としてまとめた。 
第 5 章では、ナワラでおこなわれている織物生産を男女別に捉えることにより、男性は経済を支え
るための機織、女性は伝統の後帯機による文化の伝承としての布を織ってきたことを解明した。しか
し、女性の手織り布が観光経済の中で商品化されたという事実により、新たな女性の衣文化が生まれ
てきたことがわかった。しかし、伝統織物の意味はこのような社会の変化においてもなお存続してお
り、女性たちの手織りの布で作られるウイピルは彼女たちの重要なコミュニケーション手段であるこ
とが明らかとなった。 
第６章では実物資料、実証的データ、民族資料を融合させ、マヤ女性がどのように衣文化を育んで
きたかを考察した。その結果、マヤ女性は異文化を織布の紋様としてデザイン化し、自文化へと取り
込むという文化受容の実態が明らかとなった。宗教的な場面においても同様の現象がみられ、カトリ
ック教会の聖人像に伝統的な衣装を着せて祀るという習慣がナワラで誕生したという可能性を指摘し
た。 
第７章では、マヤ伝統社会の変容を、ナワラとサンタ・カタリーナ村の領土をめぐる争いの事例か
ら考察した。そこでは同じ村に住む女性のあいだで織布の貸し借りをおこなうことを推奨する「コス
トゥンブレ」という言説があることを指摘し、その結果、両村の争いが女性の共通の織紋様によって
解決した過程を明らかにした。 
以上の内容を踏まえ、ナワラの女性はマヤ文明起源の機織りによって、土地とのつながり、先祖と
のつながり、身近な人々とのつながりを衣によって表し、その衣を装い続けてきたとし、女性・布・
織機の三位一体は、グアテマラ高地に共生と調和の平和空間を生み出す文化装置という見解を生み出
している。 
 
以上の論文に対して、審査会では次のような結論となった。 
まず、第一に、20 年間にわたるフィールドワークの結果、マヤの女性たちの織と衣服に着目して、
文化的な視点からの研究を行ったことは評価できる。特に、従来の先行研究・調査では、遺品や現地
での実際の衣服を収集するだけにとどまっていたが、今回の研究ではそれらの国内･国外の資料をほぼ
検証して多面的に分類したことも大きな成果である。次に、考古学と民族学の両面からの資料の解明
を試みただけでなく、現地語を使用しての聞き取り調査の結果をまとめ、マヤ文化が女性の機織と衣
服にある、という見解を見出した点が新たな知見であると考えた。 
したがって本研究が、従来の研究に新たな一面を加えて進展させたものとして、博士（学術）の授
与に値すると審査委員全員が判断したことを報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
